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― ―1
1 　はじめに
1 . 1 　テーマ選定のきっかけ
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7 . 1 　あいづちの出現状況















「そうですか」系 304 22 171 303 24  824
「そうなんですか」系 170 13 148 235  8  574
計 474 35 319 538 32 1398
以上のデータから不要なものを削除し使用した。












7 . 1 . 4 　あいづちの出現状況








そうですか系 293 19 141 267 20 740
そうなんですか系 164 12  95 182  7 460















そうですか 293 19 0 42 9 363









そっか系 0 0 141 225 11 377
そうなんだ系 0 0  95 122  2 219
0 100 200 300 400
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個数 割合 個数 割合 個数 割合 個数 割合 個数 割合
そうですか 293 100% 19 100% 0 0% 42 16% 9 45% 363
そっか ― ― ― ― 126 89% 208 78% 2 10% 336
そうか ― ― ― ― 14 10% 17 6% 9 45% 40
そうすか ― ― ― ― 1 1% 0 0% 0 0% 1























個数 割合 個数 割合 個数 割合 個数 割合 個数 割合
そうなんですか 164 100% 12 100% 0 0% 60 33% 5 71% 241
そうなんだ ― ― ― ― 66 69% 97 53% 1 14% 589
そうなんや ― ― ― ― 8 8% 7 4% 0 0% 35
そうなのか ― ― ― ― 1 1% 5 3% 1 14% 7
そうなの ― ― ― ― 10 11% 9 5% 0 0% 20
そうなん ― ― ― ― 9 9% 4 2% 0 0% 39
そうなんすか ― ― ― ― 1 1% 0 0% 0 0% 1


















7 . 2 　「あいづちの機能」による分類
機能別に分類することで、それぞれがどのような意味で用いられているか調査するため、
堀口（1997）による分類を行った。















本稿は基本的に堀口の分類を踏襲する。しかし今回は 3 の同意の信号、 4 の否定の信号は
出現しなかった。また、今回得られた例には堀口で取り上げられていない「繰り返し」が
見つかった。以下に例を示す。
















































7 . 2 . 2 　分類の結果
①全体
「そうですか」系あいづちと「そうなんですか」系あいづちの全体の分類結果を示したも
のが表 8 、それぞれの内訳をグラフにしたものが図 6 、図 7 である。
表 8　「あいづちの機能」による分類結果　全体
そうですか系 そうなんですか系
個数 割合 個数 割合
聞いているという信号 138 19% 12 3%
理解したという信号 414 58% 138 30%
同意の信号 1 0% 1 0%
否定の信号 0 0% 0 0%
感情の表出 142 20% 287 63%
繰り返し 5 1% 3 1%
不明 12 2% 5 1%
引用 8 1% 7 2%





















































分類結果を示したものが表 9 、それぞれの内訳をグラフにしたものが図 8 、図 9 である。
表 9　「あいづちの機能」による分類結果　「そうですか」「そうなんですか」
そうですか そうなんですか
個数 割合 個数 割合
聞いているという信号 107 30% 8 3%
理解したという信号 209 59% 83 35%
同意の信号 1 0% 0 0%
否定の信号 0 0% 0 0%
感情の表出 20 6% 137 58%
繰り返し 4 1% 3 1%
不明 9 3% 4 2%
引用 4 1% 1 0%

















































個数 割合 個数 割合
聞いているという信号 31 8% 4 2%
理解したという信号 205 56% 55 25%
同意の信号 0 0% 1 0%
否定の信号 0 0% 0 0%
感情の表出 122 33% 150 69%
繰り返し 1 0% 0 0%
不明 3 1% 1 0%
引用 4 1% 6 3%



















































7 . 3 　「発話機能の定義と種類」による前文脈の分類
次は、前文脈を分類して、使い方における違いを考察する。ポリー・ザトラウスキー（1993）
の「発話機能の定義と種類」を用いて分類を行った。





















































































































個数 割合 個数 割合
意思表示 16 4% 2 1%
関係作り・儀礼 1 0% 2 1%
情報提供（事実） 264 62% 221 76%
情報提供（伝聞） 9 2% 18 6%
情報提供（意見） 45 11% 21 7%
情報要求 3 1% 2 1%
単独行為要求 3 1% 0 0%
談話表示 1 0% 0 0%
注目表示 14 3% 3 1%
同意要求 39 9% 8 3%
言い直し 3 1% 0 0%
不明 23 5% 6 2%
引用 6 1% 6 2%


























































個数 割合 個数 割合
意思表示 6 10% 0 0%
関係作り・儀礼 0 0% 1 1%
情報提供（事実） 34 56% 58 81%
情報提供（伝聞） 1 2% 4 6%
情報提供（意見） 8 13% 4 6%
情報要求 0 0% 1 1%
単独行為要求 2 3% 0 0%
談話表示 0 0% 0 0%
注目表示 1 2% 1 1%
同意要求 5 8% 2 3%
言い直し 0 0% 0 0%
不明 2 3% 1 1%
引用 2 3% 0 0%














































































個数 割合 個数 割合
意思表示 10 3% 2 1%
関係作り・儀礼 1 0% 1 0%
情報提供（事実） 230 63% 163 75%
情報提供（伝聞） 8 2% 14 6%
情報提供（意見） 37 10% 17 8%
情報要求 3 1% 1 0%
単独行為要求 1 0% 0 0%
談話表示 1 0% 0 0%
注目表示 13 4% 2 1%
同意要求 34 9% 6 3%
言い直し 3 1% 0 0%
不明 21 6% 5 2%
引用 4 1% 6 3%



















個数 割合 個数 割合
意思表示 6 10% 0 0%
関係作り・儀礼 0 0% 1 1%
情報提供（事実） 34 56% 58 81%
情報提供（伝聞） 1 2% 4 6%
情報提供（意見） 8 13% 4 6%
情報要求 0 0% 1 1%
単独行為要求 2 3% 0 0%
談話表示 0 0% 0 0%
注目表示 1 2% 1 1%
同意要求 5 8% 2 3%
言い直し 0 0% 0 0%
不明 2 3% 1 1%
引用 2 3% 0 0%
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